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問合せ先

山形県

やまがた緑環境憲章 － 県民みんなで支える新たな森づくり  －

森は、先人からの贈りものであると同時に、未来の世代からの預かりものです。

こ れまで、私たちは、森や自然の恵みに感謝し 、「 草木塔」 にみられるよう な自然との共生の文化を生み、多く の命と 共存し

てきました。

森は、私たちの暮らしを災害から守るとともに、豊かな水を育み、母なる川「 最上川」 の流れとなり、海につながります。また、

森には、地球の温暖化を防止する大切な役割もあります。

将来、私たちの暮らしが変わっても、森との関わりを保ち、森の働きを守り 続けることが大切です。

私たちは、今、森からの恩恵を受けるのみではなく 、一人ひとり が森と 共に生きていることや、木を活かす暮らし の大切さ を

改めて理解し 、行動を起こす必要があります。

私たちは、やまがたの美し い豊かな森や自然を未来の子ども達に引き継ぐ ためにも 、県民みんなで支える新たな森づく りを

進めることを誓い、「 やまがた緑環境憲章」 を制定します。

〒990－8570　 山形市松波２ 丁目８ 番１ 号

詳しく は、山形県ホームページをご覧く ださい。 やまがた緑環境税
Instagram

県民参加の森づく り や
税の使い道について

山形県環境エネルギー部みどり自然課　 TEL.023-630-2207

税制度・ 税金の
納め方について

山形県総務部税政課　 TEL.023-630-2005

森林の整備について 山形県農林水産部森林ノ ミ ク ス推進課　 TEL.023-630-2525

検 索やまがた緑環境税

税 の し く み

☆納めていただいたやまがた緑環境税は、他の税と区分し 、全額を基金として管理し 、用途を限定して使います。

2025.01

80,000円

納める人

納 め 方

納める額

県内に住所や事務所等がある個人・ 法人

個人…1,000円／年
法人…県民税均等割の10％相当額（ 資本金等の額に応じ て）

住民税と いっ し ょ に納税
やまがた緑環境税は住民税に上乗せし て納めていただいています。

資本金
等の額

1千万円以下
1千万円超
1億円以下

1億円超
10億円以下

10億円超
50億円以下

50億円超

税額／年 2,000円 5,000円 13,000円 54,000円

※山形県の頭文字「 Ｙ」 の字を木々の幹や枝、人々が森を支える様子に見立て、波は新たな森づく りの
潮流を、緑色は豊かな森林を、青色は豊かな水を、橙色は人の生活を象徴しています。

（ 県民みんなで支える新たな森づく りシンボルマーク： 平成20年2月8日山形県告示）

　 　 私たちは、 　 １ 　 暮ら し や環境を 守るため、 豊かな森づく り を 進めます。
　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 森や木の文化を 見つめ直し 、 暮ら し の中に木を活かし ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 　 一人ひと り の力を活かし 、 森づく り の輪を広げます。
　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 森や自然の大切さ を 学び、 森と の絆を深めます。

　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 　 みんなで森づく り を 支え、 かけがえのない森を未来に贈り ます。

　 平成20年１ 月10日　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   山 形 県
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 やまがた緑県民会議

住民税（ 県民税均等割）の納税義務者と 同じ です。



■やまがた緑環境税を活用した森づくり活動などへの参加者数　 ■左記以外への活動の参加者数

わたしたちのやまがた緑環境税県民みんなで
支える森づくり

環境保全を重視し た森林施策の展開

○環境保全を重視し た森林整備の推進

Ⅰ

みどり 豊かな森林環境づく り の推進Ⅱ

やまがた緑環境税を活用し て
こ れから も 大切な森林を守り 育てていき ます

やまがた緑環境税を活用し て
こ れから も 大切な森林を守り 育てていき ます

こ れまで、どんな成果がありましたか？

森とみどりを未来へつなぐため

山形県の森林

○荒廃のおそれのある森林

　 を整備し まし た

○間伐材の有効利用のため

　 搬出を支援し まし た

　 搬 出 量： 約61万㎥

（ 森林ノ ミ ク ス推進課） （ 2000年世界農林業センサス）

（ H19～R5）

手入れが不十分で荒廃のおそれのある人工林
合計

20,560ha
病害虫被害などで活力が低下した里山林

13,235ha

荒廃のおそれのある人工林（ 推計） 39千ha

○森づく り 活動への参加者数が増加し まし た

　 R8、 7万人の目標（ 税を活用し た活動） へ

　 着実に増加し ています。

○森づく り 活動を行う 団体・ 企業が増加し まし た

　（ 306団体、 絆の森協定38企業・ 団体/R5末現在）

県民参加による森づくり活動など

山形県は、県土の約7割が森林です。
海岸地帯のクロマツ林やタブ林から、標高20 0 0ｍ

を超える山岳地帯のハイマツ
林に至るまで、 多様な森林が

分布しています。このうち、
天然のブナ林は日本一の
面積を誇っています。

671千ha 671千ha

山形県の森林面積 樹種別面積

荒廃のおそれのある人工林や活力が低下し ている里山
林の整備を引き続き進めていく こ と で、 わたし たちの
暮ら し を支える森林のはたら きを守っ ていきます。

○県民参加の森づく り の推進

地域住民や市町村、 企業などが行う 森づく り 活動を引
き続き支援するこ と で、 県民みんなで支える森づく り

を進めていきます。

○自然環境保全対策の推進

森林生態系をはじ めと する自然環境を保全し ていく た
め、 各種調査等を進めていきます。

○森林資源の循環利用の促進

伐採後の再造林や、 間伐材などの搬出利用を引き続き

支援するこ と で、「 植える→育てる→使う →植える」 の
森林資源の循環利用を進めていきます。

間伐材などを
スト ーブや
発電の燃料などに
有効利用

伐採地への植林

7,325ha

累計
約125億円

県民参加の
森づくり活動
など 20%

評価・ 検証と
普及・ 啓発
活動など
4%

0
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37,056

57,488

37,639
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37,374
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65,160
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66,858
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13,717
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45,02145,021

60,44660,446

73,71373,713

国有林
53%

355千ha

天然林 40%
266千ha

民有林
47%

316千ha

人工林 9%
60千ha 人工林 19%

125千ha

ナラ  2%
16千ha

アカマツ・
クロマツ　
1%  9千ha

アカマツ・
クロマツ   
2%  11千ha

その他
0%  3千ha

天然林
26%

175千ha
天然林ほか 73%

487千ha

人工林 27%
183千ha

スギ 24%
159千ha

カラマツ 2%
11千ha

ブナ 22%
150千ha

その他 47%
312千ha無立木地ほか

2%  17千ha無立木地ほか
4%  28千ha

わたしたちの暮らしを支える
“ 森林”のはたらき

生き 物を 育む

木材を生産する

空気を き れいにする

森林で楽し む

飛砂を防ぐ

豊かな水を 育む

災害を 防ぐ

森林の整備など

民有林： 国有林以外の、 個人・ 団体・ 社寺・ 市町村・ 県などが所有する森林の総称

活力が低下し ている里山林（ 推計） 93千ha

民有林のう ち

Ｈ 19

～

R5

間伐などを
行っ た人工林

山の実り 調査 保護し た野生動物の放野

豊かな緑を守り 育む意識の醸成Ⅲ

○森林・ 自然環境学習等の推進

○みどりを育む意識の醸成

森づくりのイベント や、
広報誌などを通して、

県民みんなで支える
森づく りの大切さを

伝えていきます。

やまがた緑環境税の
これまでの使いみちは？

やまがた緑環境税の
これまでの使いみちは？

荒廃の
おそれのある
森林の整備
など　 76%

森林のはたらき

整備し た森林の面積

森林には、暮らしを支える大切なはたらきがあります。一度森林が荒れてしまうとその

再生には大変長い年月がかかることから、手遅れになる前に、県では「 やまがた緑環

境税」を導入し 、森林の持つはたらきを守ってきました。

森林は
「 緑のダム」

あらゆる年代へ「 やまがた木育」を
進めていく こ と で、 森林や木材に

ついての理解を深めていきます。
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